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217.有護費繁性運動中および運動後の血中アディポネクチ

ン分額濃度と轄・路繁代謝との関連性
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{背景}アディポネクチンは脂肪細胞から分j宏、されるアデイ

ポサイトカインの一つである.近年 車中アディポネクチ

ンの中でも，分子量の大きいアデイポネクチン

アデイポネクチン)濃度は生理活性が高く，代務改善によ

り索献することが示唆されている.一方，有厳禁性運動は

代態改善に有効であるが，その改善には高分子量アデイポ

ネクチン議度が関与している可能性がある. しかしながら，

有殻素性運動と血中アディポネクチンの分額濃度との際速

は不明である. [13的}本研究は一過性の中強度有薮素性

運動が運動中および運動後の血中アデイポネクチン分高濃

度に及ぼす影響について糖・脂質代鰭との関連から検討し

た. [方法]対象者は若年鑑常男性8名(年齢24.9土0.6議，

sMI 21.9土O.5 ~沼1m2) であった.本研究はクロスオーバ一
法でおこない， I奇一被験者が 2つの試技をおこなった. 1 

つは90分間安静の試技であり もう iつは最大諮素摂取量

の50覧強度で60分間の定常負fIj自転車運動をおこない，そ

の後30分間安静の試技であった.それぞれの試技の巾で 0，

20， 40， 60， 90分自にi色誌を採取し，血中ホルモン(カテ

コラミン，インスワン)， 1血糖，血中脂質(遊離脂窃綾，

グ1)セロール)濃度および血中アディポネクチン分葱

分子，中分子，低分子)濃度を分析した.じさ巣}運動中，

Jln.l:pカテコラミン議度は経i守的な上昇を示し (p <0.05)， 

血中インス l)ン濃度は経時的な低下を示した (p <0.05). 

血中遊離指紡殻，グリセロール濃度は運動中経時的に上昇

し，運動後は安静時よりも有意に高穫を示した (p <0.05). 

また，車中グルコース濃度は，運動中は有意に低下し，運

動後においても低龍を示した (p <0.05).血中アデイポ

ネクチン濃度については，総アデ千ポネクチン濃度，高分

子量アディポネクチン濃度ともに有酸素性運動中および運

動後に変化はみとめられなかった.また，高分子量アデイ

ポネクチン濃度と総アデイポネクチン議度の比も運動中，

運動後で有意な変化はなかった.中分下量，低分子量アデイ

ポネクチン議度についても，運動中，運動後で有意tな変化

は認められなかった. (結論}一過性の中強度宥酸素性運

動はUJl中アデイポネクチンの分画濃度に影響を及ぼさず，

それらの濃度が運動中および運動後の糖・脂質代議?に影響

を与える可能性辻低いことが示唆された.
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